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これ か ら の 使 病 


、 新書 特別 対 譜 * 「 
オー ル シ ジャ パン で - 
| 末 知 へ 挑む 


"奥村 直樹 宇宙 航空 研究 開発 機構 理事 長 - 
林 正彦 国立 天文 台 台 長 。 


JAXA の 10 年 、 
. そ し て これ か ら “ “ 


的 川 泰 宮 AXA 名 準 教 授 ” 。 


李 口 清司 。 JAXA 副 理事 長 。 : ヶ 


山根 一 紀 ノン フィ クシ ョ ン 作 家 「JAXA's」 願 問 
@ の <ー 
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2010 年 の 小惑星 探査 機 | は や ぶさ 」 の 帰還 や 、2012 年 の 爺 庫 日 食 の 観測 に よっ て 

字 宙 に 興味 を 持つ 人 々 が 増え 、2013 年 の イプ シロ ン ロ ケ ッ ト @ 拓 ち 上 げ や 

若田 飛行 王 の 国際 宇宙 ステ ーション へ の 搭乗 の みな ら ず 議 

2014 年 に 控え を る コマ ンダ ー へ の 赴任 な ど に より 、 

その 裾野 は る ら に 広がっ た 感 が あり ます 。 一 方 ビッグ バン 以降 の 宇宙 開 開 の 解明 は 

ヒッ グ ス 粒 子 の 確認 や アル マ 望 遠 鏡 の 観測 開始 に 象徴 きれ る よう に 、 

人 類 文化 更 の フロ ンティア を 築き つつ あり ます 。 

JAXAE 国 立 天 文 台 が 挑む の は いずれ も 宇宙 。 

その 宙 べ の 挑戦 は 日 本 に と っ て どう いう 意味 が ある の か 、 

また 両者 の 今後 の 望 ほ しい コ ラボ レー ショ ン と は 何 か 、 奥 村 理 事 長 と 林 台 長 が 語り 合い まし た 。 


司会 ・ 構 成 』 山 根 王 人 眞 (ノン フィ クシ ョ ン 作家 、「JAXA's』 顧問 ) 


止 、 火 星 探査 機 の 軌道 投入 断念 と 大 き な 
事 逆 ・ 失 敗 を 経験 し まし た が 、 失 敗 か ら 多 
〈 を 学び 、 乗 り 越え 、 挑 戦 を 続け た 結果 、 世 界 に 冠たる 技 
術 を 獲得 する こと に な り ま し た 。 宇宙 航空 分 野 に 英知 を 尽 
くし て 取り 組ん で きた 集団 と し て の 強み を 生か し つつ 、 今 
まで に な い 価値 を 社会 に 提供 し て いく た め に 、 新生 TAXA 
の 取り 組み が 始ま り ま す 。 人 巻頭 の 新春 対談 で は 、 奥 村 理 事 
長 と 国立 天文 公 の 林 台 長 が 、 宇 宙 を 舞台 に 両者 が 挑戦 する 
ミッ ショ ン や 今後 の 望ま ほしい コ ラボ レー ショ ン に つ 
いて 語り 合っ て いま す 。 続く 第 2 特集 で は 、 
樋口 副 理 事 長 、 的 川名 誉 教授 、 ノ ン フ ィ 
クシ ョ ン 作 家 の 山 根 氏 が 登場 し 、10 年 
間 の 出来 事 を 振り 返り つつ 、 今後 
の 課題 に つい て ざっ くば らん に 
意見 交換 を し まし た 。 よ り よ い 
未来 を 生み 出す た め の 私 た ちの 
思い を 、 誌 面 を 通じ て 受け 取っ 
て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


年 前 の 発足 時 、JAXA は H- 和 IA ロケ ッ ト 6 号 
1 () 機 の 打ち 上 げ 和 失敗 、 人 工 衛星 の 突然 の 運用 
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水循環 の メカ ニズム を 解き 明か し 
水 の 惑 星 を 守る 


GPM 主 衛星 打ち 上 げ 人 迫る 


首都 大 学 東京 大 学院 地理 環境 科学 域 教授 


1 | 
JAXA の 10 年 、 
そし て これ か ら 
JAXA 名 誉 教授 
X 
JAXA 副 理事 長 


X 
ノン フィ クシ ョ ン 作家 「JAXA's」 顧 問 


2003 年 人 @ 失 敗 か ら の スタ ー ト 
2004 年 念 一路 、 イ トカ ワ ヘ へ 

2005 年 人 @ 復 活 の フラ イト 

2006 年 人 @4 基 の 衛星 を 軌道 に 送る 
2007 年 @「 か ぐ や 」、 月 へ 

2008 年 介 「 き ぼう 」 組み 立て 始ま る 
2009 年 人 @「 き ぼう 」 完成 、「 こ う の と り 」 運航 
2010 年 便 「 は や ぶさ 」 地球 帰還 
2011 年 俺 被災 地 を 支え る 

2012 年 候 地 球 の 水 を 「 し ずく 」 が 捉え る 
2013 年 但 ロ ケッ ト 新 時 代 、 始 まる 


gl 
JAXA 最 前 線 


| 己 ロ | 
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筑波 宇宙 セン ター プラ ネッ トキ ュー ブ で 
全球 降水 観測 計画 「GPM]」 
企画 展 を 開催 


表紙 : 左 か ら 陸 域 観 測 技術 衛星 「 だ いち ]、 イ プシ ロン ロ 
ケッ ト 、 星 出 彰彦 宇宙 飛行 士 (画像 :JAXA/NASA) 、 
H-TTB ロ ケッ ト 、 小惑星 探査 機 「 は や ぶさ ] (画像 : 池 下 
章 裕 ) 、 実験 用 航空 機 「 飛 翔 


奥村 直樹 


林 正彦 


HAYASHI Masahiko 


宇宙 航空 研究 開発 機構 理事 長 


OKUMURA Naoki 


国立 天文 台 台 長 
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IXYS が や 

ーー WV 守 作 区 邊 押 屋 "の 愛知 抽 村 り セ 
*Q り っ Js の SG 己 時 6 誌 員 きっ ン 
ぷ 生 らら こ マ イマ ゴ やら 性 己 本地 
記入 り ャ " 


に ! 


トコ 


ー ム と な り 、「 み ちび き 」 「 イ カロ ス ] の 成功 ( 
其 が 、「 あ か つき ] の 軌道 投入 失敗 に も 多く の 励 
まし が 寄せ られ る な ど 、 幅広 い 層 か ら 関 心 が 集 ま 


イッ ター で アッ プ し た 美しい 地球 の 写真 
が 、 世界 の 注目 を 集め た 野口 聡一 宇宙 


飛行 士 が 6 月 2 日 に 国際 宇宙 ステ ーション か ら 無 


3 2U 
3 卓 
eS 

。 
8 
中 に ト 
テ 基 
に 

交 尼 
表 5 
了 操 
き 
け 間 
斑 図 
碑 束 


リサ! 


日 本 大 震 災 が 発生 し 、 24 時 間 体 制 で 続 
け て きた 「 き ぼう ] 運用 管制 は 一 時 的 


| 


-。 上 :2015 年 の 金星 軌道 再 投入 


を 目指 し 運用 が 続く 金星 探査 機 


[あかつき] (画像 :CG) 
同 下 :2010 年 12 月 28 日 [JAXA 


環境 分 野 で も 頁 献 し 、 幅広 い コ ミュ ニテ ィ に 価値 


設備 な ど に も 損傷 が 


生じ た 。1 月 で 目標 の 5 年 運用 を 達成 し て いた 「 だ 


NASA に 移管 。 衛 星 検査 の 


っ た 。 一 方 で 東京 駅 に 隣接 する 情報 スペ ー ス 
「JAXA i」 は 年 末 で 閉館 。 最 終日 の 12 月 28 日 


事 帰還 。 続 いて 13 日 に は 「 は や ぶさ ] が ^ 満 身 食 


2 
ィ ロ 


め ら れ た 。 | きず な 」「 き く 8 号 」 も 避難 所 や 自 
回 線 を 提供 。 無 人 航空 機 に よる 監視 や 


が 認 


衣 


g で 7 年 ぶり の 地球 帰還 を 成し遂げ た 。 


帰国 報告 会 に は 応募 が 殺到 、 帰 本 カプ セル の 


度 
一 般 公開 


涯 、 の 状 


通信 | 


結 


に 


いち 」 は 、 発 災 翌 日 か ら 被 害 状況 把握 の た め 緊 急 体 ( 


観測 を 続け た が 、400 シ ー ン ( 


i] が 営業 終了 。 最終 日 の クロ ー 


ジン グイ ベン ト !( 
アン が 集まっ た 


トー 


( 


示 


同じ 場所 で 行わ れ た カプ セル 展 
劣ら ぬ ほ ど 多 数 の 来場 者 が 訪れ 閉館 を 惜しん だ 。 


は 、 8 月 に 


rj) 


( 


は 多く の 宇宙 フ 


達し た と ころ で 衛星 ガンマ線 源 を 可視 化す る カメ ラ の 開発 な ど 、 リ ソー 


ーー 


の 皇 宙 ヨブ 


に 
EI 


は 長い 列 が で きる な ど 空 


ー| 


宇宙 飛 


人 ! 
( 


当たっ た 。 古川 剛 
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ス を 総動員 し 災害 対応 


止 を 余儀 な くさ れ た 。 結果 


5 年 間 で 650 万 シー ン の 画像 を 取得 し 、 大 規模 災 


〒' 


異常 が 発生 、 運用 


| 


( 


され た 「 は や ぶさ 」 の 大 


園 再 突入 


中 ク 
京 ク 


右 : オ ー ス トラ リア の ウー メラ 砂漠 較 
下 : 丸 の 内 オア ゾ で 開催 され た カ 


ー で の カプ セル 開封 作業 
プ セ ル 展 示 イ ベン ト 


上 : 密 閉 さ れ た クリ ー ン チャ ン バ 


気 


置 され た 


が 混み 、 大 き な 地 穀 


だ いち 」 データ を 基 に し た 東 


下 : 岩 手 県 大 船渡 市 の 岩手 県 


日 本 大 岩 災 の 地裁 変動 図 。 全 
。 沿岸 広域 振興 局 ( 


体 に 干渉 
PC(「 き ず な ] 回線 に 接続 ) 


、 変動 が あっ た こと が 分 か る 


、 1 間 


| トト 普 窒 妨 醒 骨 忠 思 

で K 誤 臣 ン 哨 二 で 

水 。 介 東 口 計り 紀 度 

信貴 話 疾 環 ふ 記 
ゴ き 習 8 十 鯖 

3 SSSR 吉 その に を 辻 っ 

え 選 語 。 導 の ぶ 内 調 環 の 

S リー ビー ベス 言う 会 伽 架 革 う 
忠 庄 公売 在 く 忠 凡 店 ら そく 

時 誤 き 了 交 受 証 美 村 るる 

3J ー 十 皿 く 本 さこ ご 三 G 閣 る 
詞 っ つて づ っ 

RE 導 NK 全 人 

コ 和 1 如 K 吾 思 避 へ 周 皿 

の 

の 

p 

十 
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2013 年 9 月 14 日 14 時 、 
内 之 浦 宇 宙 空 間 観測 所 か ら 
イプ シロ ン ロ ケ ッ ト が 打ち 上 げ ら れ た 


問 己 


曲 匿 


JANA の IO 年 
そし て 、 こ れ か ら 


医 評 人 ロロ ロビ ビビ T 
INFORIMIATION 
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き プ と ブ た 情 ] 星 べ 宙 業 ら 新 奄 イ 献 し 表 呈 2 cn ラ 受 ベ ン の 送 た いえ も さい 在 仁 詞 2 
ま p 思 配 ^ 報 A へ 1 接 こ れ の 時 プ す ュ ま 代 0 机 條 5 示 地 "りく 皇后 を > きる た 南 ま 拓 電 0 国 大 5 
す グ い 信 今 を X 向 ス な 光 た 運 分 シ る し を 1 Ax Q 日 身 合 行 1 た ょ ち 任 し 乗 が 1 Q 
人 ー 3 業 2 ノド ポー に コロ 記者 会 見 に 臨む 大 西 宇 宙 飛 行 士 天 : 過 年 い 3 に 2 て j 
2013 年 1 月 の ク ま を 回 伝 A け デ 関 符 地 用 光 ロ 皇 た 件 人 人 ミ WC も 時 くす どう と の た 具 18 際 相 5 
下旬 、「 ひ さき ] を 友 臣 4 る 開 料 リ を り 前 説明 p 是 生 ノ 人 人 填 ノ ョ まり タ は ご 月 此 き 軸 き ま 箇 決 S 宇 直 
の ファ ー ス トラ た 数 ` に ン 活 究 来 問 築 つ っ 測 や 衛 ヶ 空 芯 水 月 9 る と | い = に 更 ま を を 先 定 第 月 十 - 中 
4 会 な タダ タ 還 米 選 ー 2 生 こ い ラベ ヽ と さき 和 N 2 IT 負 る 穫 。 で 、 ら 
イト に 合わ せ 、 さく 後 う | 名 剛 の て 私 申す 汗 ト 指 う 昌 究 水 間 人 前 A の 8 を ま 半 で は て 炎 千 由 忠 ・ 
メデ ィ ア 向け の ん ご も た ネネ 場 概 新 現 い た が で ひ に 世 還 シ ヽ 地 当 室 S』S な に て Qー 配 ブ M コ - 
49 まし た hs7 9 有 な の ィ と は る 2p 后 5 條 72 人 2E ラ 邊 た 介 う 72 ま を も 9 全 ま る 人 き 分 
前 後 は どう し て も ロケ ッ ト が 主役 参 し 向 多 の り 最 ら > 生 炎 ー ミ | 決 で 研 表 ? で > 上 3 最 物 た 伝 て "の 見 長 宇 人 飛 
に な る の で 、 初 観測 画像 公開 の こ 加 て けい ラ ま 新 ま 月 い 活 や 上 の れ っ < に 開 究 スン 運 と 克 ン 機 資 こ えも 子 重 を 期 二 | 行 
の 時 期 に 、 ミ ッ シ ョ ン の 科学 的 背 を い の か イ し の へ ^ へ 癌 ス と 農 け 最 た に 真 催 発 倒 テ 人 人 人 
景 に つい て 理解 を 深め る 場 を 設け - イ 吉 EE ヨ 
た わけ で す 。 大 学 の 研究 者 も 加わ 時 か 義 ズ す シ の 肖 は 行 征 軸 エ て 実 や で 電 ン 
っ た プレ ゼン は 、 個人 的 に も ( 仕 さき の ち 催 の 多 7 在 6 土 6 飛 識 今 感 右 濾 を 9 
事 を 忘れ て ) 楽し ませ て も らい ま ぎ ま ウ し で ビ べ を 年 に 月 行 病後 し 農 ? 目 1 
5 9 衝 日 す ェ て 併 っ =] 予 6 引 ご 土 あ の た 際 合 の S 
し た 。 太陽 か ら の 距離 や サイ ズ が 時 で プ お に ジ 定 月 きろ が 名 訓 こま でき S 
それ ほど 大 きく は 違わ な い 3 つ の s・ すり > ちら エレ ご 迷 が 長 べ 練 呈 造 上 た 所 
惑 星 の う ち 、 な ぜ 地 球 だ けが 生命 8 ネト ま いい 毅 て る そ 間 中 ま に 56 衣 5/ 長 
を 育み 、 金 星 や 火星 は そう で は な | Y た 生ま ま ら 雄 業 在 た ん 喝 こ 見 し 期 
か っ た の か ? 惑星 が 進化 する 上 る 独 其 さ 拉 飛 “年 宇 油 下 現 で 験 ル へ 米 時 
で 何 が どう な る と 今 が こう な る の 全 衝 0 いし 行 本 間 生 井 在 いひ を の の 国 
か ? 野山 に 出 歩 き 生 き 物 を 探す  。 没 』 て 土 誌 の 飛 皇 若 き 生 高 信 と 
の が 好き だ っ た 子供 時 代 の ワク ワ に 員 い の 影 長 行 画 が 田 た か き 用 ち 人 
0 会 場 で の ポス ター 展示 の 様子 ヾ 
ク を 思い 出す こと が で きま し た 。 決 
だ っ て 、 ア スト ロバ イオ ロジ ー ( 宇 INF ロ RIMATIOIN ら 補 
再生 物 学 ) な ん て 言葉 も 、 その 学 和正 


em アジ ア - 大 平 洋 地域 宇宙 機関 会 議 amu を 


間 の 中 身 以前 に 言葉 の 響き その も 


の が 怒 9 だ と 思い ませ ん か ? 3 大 ス ペー スキ ャ ンプ 、 べ ベト ナム で 開催 
探査 機 を 飛ば し て 生命 の 痕跡 を 控 SE に 
PS 人 種子 島 宇 南 セ ンタ ー ス ペー スス クー ル 


生命 を 育む 条件 を 探す 営み も 、 そ 
こ に 連なっ て いく で し ょ う 。「 い の 
ち を さがす 」 は 、 今後 の JAXA の 
活動 の 重要 な 部 分 を 買 く キー ワー 


ド に な っ て くれ な いか な 、 と 期待 


し て いま す 。 (寺田 弘 慈 ) 
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顧問 山根 一 臣 


参加 者 募集 


目 本 の 宇宙 開発 の 中 心 拠点 の 1 つ 
で ある 斑 波 宇宙 セン ター に お い 
て 、 高 校生 ・ 高 専 生 (3 年 生ま で ) を 
対象 に 、「 筑 波 ス ペー スキ ャ ンプ 
2014/TKSC-8」 を 開催 し ます 。[ 向 
サッ ト (350ml 向 サイ ズ の 模擬 人 
工 衛星 ) 」 を 製作 し 、 本物 の 人 工 衛 
星 と 同様 の 試験 ・ 観 測 を 行う こと 
で 、 人 工 衛星 の 基礎 知識 を 学び ま 
す 。 ま た 、 日 本 最大 の ロケ ッ ト 打 ち 
上 げ 射 場 で ある 種子 島 宇宙 セン タ 
ー で 、「 第 15 回 種子 島 字 宙 セン タ 
ー ス ペー スス クー ル 2014」 を 開催 


し ます 。 個 々 の 興味 や 専門 知識 、 そ 
し て 講義 や 演習 ・ 施 設 見 学 を 踏ま 
えた 上 で | 近 未 来 の 種子 島 コ スモ 
ポー ト を デザ イン する 2013」 を 課 
題 発表 し て いた だ きま す 。 そ れ ぞ 
れ の 募集 選考 方 法 及び 募集 期間 は 
異な る た め 、 以 下 の ウ ェ ブ サイ ト 
で ご 確認 下さ い 。 

第 15 回 種子 島 宇宙 セン ター 


スペ ー ス スク ー ル 2014 
圏 http://edu.jaxa.jD/news/20131213_1.html 


筑波 スペ ー ス キャ ンプ 2014(TKSC-8) 
圏 http://edu.jaxa.jD/news/20131213_2.html 


2013 年 12 月 3 日 一 6 日 、 ベ トナ ム の 
普 都 ハノイ で 第 20 回 APRSAF が 
開催 きれ まし た 。 こ の 会 議 は 日 本 
が 発起 し 30 以 上 の 国 と 地域 か ら 
構成 され 、 今回 は 宇宙 開発 な どの 
関係 者 お よそ 400 人 が 集まり まし 
た 。 会 議 で は 、 吾 風 や 火山 の 噴火 な 
どの 災害 に 備え て 各国 が 人 工 衛星 
の 観測 デー タ を 共有 し 、 防災 に 役 
立て て いく こと の 重要 性 を 確認 。 
また 、 国際 宇宙 ステ ーション に 滞 
在 し て いる 若田 光一 宇宙 飛行 士 の 
ビデ オメ ッ セ ー ジ で は 、 日 本 と べ 
トナ ム が 共同 開発 し た 超 小 型 衛星 
[Pico Dragon」]( ピ コ ド ラ ゴン ) を 
11 月 に 宇宙 空間 に 放出 し た こと 
な ど 、 国際 協力 の 取り 組み が 紹介 
され まし た 。 会 場 に は 日 本 の 新型 
国産 ロケ ッ ト 「 イ プシ ロン | な ど を 
紹介 する ブー ス が 設け られ 、 各 国 
の 参加 者 が 熱心 に 説明 を 聞い て い 
まま 志 活 。 


SIGNING CEREMONY 


AMENDMENT TO THE AGREEMENT 
JAPAN AEROSPACE EXPI ORATIONLA GENCY (JAXA) 


上 :JAXA 奥 村 理 事 長 と VAST ミ ン 院 長 
と の 協定 式 

左 :JAXA ブ ー ス で 現地 の 学生 た ち に 日 
本 の 宇宙 開発 に つい て 紹介 

右 : 若田 宇宙 飛行 士 が 衛星 放出 を 行っ 
た ベト ナム の 超 小 型 衛星 「 ピ コ ド ラ ゴン ] 
の 紹介 パネ ル 


筑波 宇宙 セン ター プラ ネッ トキ ュー ブ で 
全球 隆 水 観測 計画 「GPM] 企画 展 を 開催 


波 宇宙 セン ター プラ ネッ トキ ュー ブ で は 、2014 

年 1 月 か ら 全球 降水 観測 計画 「GPM」 の 企画 展 
を 開催 し ます 。 2014 年 に 種子 島 宇宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 
上 ば げ 予定 の GPM 主 衛星 は 、 今 まで に な い 精 度 で 世界 の 
降水 を 観測 し 、 水 資源 の 管理 や 天気 予報 の 精度 向上 、 
異常 気象 の 解明 に 貢献 し ます 。 企画 展 で は 、 詳 し い ミ ッ 
ショ ン の 紹介 を パネ ル や 模型 で ご 紹介 し て いき ます 。 
皆さま の ご 来場 を お 待ち し て いま す 。 


期間 2014 年 1 月 7 日 ( 火 ) か ら 

休館 日 施設 点検 日 (詳し く は お 問い 合わ せく だ さい ) 

時 間 プ 10:00 一 17:00 

場所 筑波 宇宙 セン ター プラ ネッ トキ ュー ブ (入場 無料 ) 

お 問い 合わ せ / 茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 TEL:050-3362-6265 


ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA'sS を 配 
』 送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実 
i 費 を ご 負担 いた だ く こと に な り ま す 。 詳 し く は 下記 ウェ i 
ブサ イト を ご 覧 くだ きい 。 1 
』 http://wwwjaxas.jp/ 
1 介 お 問い 合わ せ 先 
』 一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
! 広報 調査 事業 部 「JAXA's」 配送 サー ビス 窓 


TEL:03-6206-4902 コ 
Ga 
@ 邦 MK 


広報 部 〒101-8008 東京 都 干 代田 区 神田 駿河 台 4-6 
宇宙 航空 研究 開発 機構 御茶ノ水 ソラ シテ ィ 
Japan Aerospace Exploration Agency 


_Y 人 TEL:03-5289-3650 FAX:03-3258-5051 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 


この 印刷 物 は 、 印 刷 用 の 紙 へ 
リサ イク ル で きま す 。 
メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jD/Dpr/mail/ 
JAXA's 配 送 サ ービス http://www.jaxas.jp/ 


